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コノテラ通信はコノミヤテラスの8々 の出来事や地域の情報をお知らせする遍信紙です。
その通信に見立て『協働する学生のチカラ版」として活動をこ紹介します。
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365日オープンしている「気軽に集まれる場所」として開設した「だんだんテラス」

開設から 4年が経過し、男山の魅力として内外に知られ、様々な人が訪れています。
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自然と交流が生まれます。 様々な活動を後押しします。 時には地域の催しに参加します。

男山地域全域に毎月 10,000部届けている「だんだん通信」。これを見れば今月何が

あるか、どのようなことが男山で考えられ、起ころうとしているか一目瞭然です。
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幅働する学生のチカラ②

だんだん通信の作成
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脇
働
に
よ
る
実
践

「
や
っ
て
み
よ
う
会
議
」

「
男
山
や
っ
て
み
よ
う
会
議
は
、

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
男
山

地
域
」
で
あ
る
た
め
に
、
幅
広
い

世
代
が
集
い
、
ま
ち
づ
く
リ
の
方

向
性
や
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
を
話
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
か

ら
「
や
っ
て
み
る
」
実
践
型
の
会

議
で
す
。

平
成
27
年
度
3
月
か
ら
、
毎
月

第
3
土
曜
日
に
定
例
会
を
行
い
、

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
男
山
地
域
が
よ
り
住
み
よ
く
な

る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
」

を
考
ス
、
想
い
を
共
感
で
き
る
メ

ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
協
働

す
る
こ
と
で
多
様
性
の
あ
る
様
々

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、

20
代
S80代
と

幅
広
い
年
齢
の
方
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
地
域
住
民
だ
け
で
は

な
く
、
他
地
域
で
市
民
活
動
を
行

う

N
P
O
や
専
門
性
を
持
ち
合
わ

せ
た
方
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
と

の
協
働
も
特
徴
で
す
。
今
年
は
開

始
か
ら
3
年
を
迎
え
、
以
前
の
取

リ
組
み
が
新
た
な
「
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
男
山
の
魅
力
的
な
人
、

場
所
な
ど
「
ス
ト
ッ
ク
」
を
横
断

し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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『やってみよう会議』チーム紹介！！
夢プロジェクトチーム 防災チーム ヤバい！まち歩しチーム

i芍!f 又I ! ?"~ :~
八幡の歴史を題材にしたイベントを開催し、 1 

r 、べ: : ~―|直 1-''i-;2 ; ~ -
日常の暮らしから楽しく『防災』について 1 地域を歩いて、地域の方とお話をして、 1だんだんテラスを地域で継承して、男山地域再生の

地域の魅力を発信していきます! I 考えていける機会をつくります! I 地域のヤバい（＝魅力）を再発見します! I シンボルになるように活動しています。

手作り市チーム

毎月:rM!市開催［そん厚唸 キます：大人：三 ：子、 畜をi. ん~~せ習：てら



協働する学生のチカラ④
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・A17-404緩やかに繋がる住まい

• A20-503移ろいのある住まい

・A24-401のびやかな風景と暮らす住まい
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これまでの 4年間でA地区に 17戸

リノベーション住戸が実現しています。

今年は 2DKプランに取り組みました。

最小限の手を加え、既存プランの利点を活かし、

コストを抑えつつ、開放感のある住戸プランが

できないか考えた。

既存の南北の部屋の中央に位置する墜を撤去し、

L字型に引き戸を配置することで、

引き戸の開閉により空間をその時の状況や気分

によって使い分けられるようにした。

2DKで狭かった空間をワンルーム化し、

小上がりや腰墜、押し入れ、窓際の眺望など、

場所の特性を生かしながら、ゆるやかにモノや

人の居場所がたくさん生まれるように考えた。

2畳分の畳の小上がりは、今まで団地の部屋に

無かった高低差によって空間を創っている。

室内に於ける移動畳の検討も行った。
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A地区の東端に位置していることから、

南北方向へののびやかな風景を楽しめる住戸と

なるよう計画した。既存の3部屋を跨ぐように

大カウンターテーブルを造り付け家具として

設計し、テーブルを中心に様々なふるまいが

展開されるようにした。

玄関部に桓戸を新設し、気密性を高めている。
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R
都
市
機
構
と
協
働

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
戸

男
山
団
地

A
地
区
に
お
い
て
関

西
大
学
団
地
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と

U
R
都
市
機
構
に
よ
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
住
戸
が
今
年
も
完
成

し
ま
し
た
。

今
年
の
住
戸
は
ワ
ン
ル
ー
ム
使

い
す
る
も
の
や
、
小
上
が
り
や
大

テ
ー
ブ
ル
な
ど
家
具
で
空
間
を
構

成
す
る
住
戸
と
な
っ
て
お
り
、

0
0
2
D
K
と
い
う
狭
い
間
取
り
な
が

ふ
ら
、
開
放
的
に
外
を
感
じ
な
が
ら

住
ま
う
こ
と
が
出
来
る
プ
ラ
ン
と
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〗
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9

お
住
ま
い
の
方
々
、
設
計
者
の

方
々
、

U
R
都
市
機
構
の
担
当
の

方
々
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
整
理
し

振
り
返
り
ま
し
た
。
住
ま
い
手
が

自
身
の
住
戸
に
手
を
加
え
な
が
ら
、

工
夫
し
て
住
ま
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
＿
方
で
、
だ
ん
だ
ん
テ

ラ
ス
等
と
の
連
携
面
で
の
課
題
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
だ
ん
だ
ん
ラ
ボ
と
の
連

携
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
が

連
携
し
た
「
自
分
ら
し
く
工
夫
し

て
暮
ら
す
」
住
ま
い
方
が
実
現
し

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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空き家キャンプ 2017/9• 6 ~ 9実施
平成25年度の住宅・士地家屋調査では、全国の空き家戸数は 820万戸にも及ぶというデータが発表され、佐治も例外ではありません。

様々な視点から問題が指摘されている空き家ですが、風を通したり掃除するだけで、建物は長持ちし、まちの空気も明るくなります。

「佐治の環境リノベーションプログラム」では、空き家を地域の資源と捉え、「潜在的なチカラ・可能性」を発見的に学ぶ取り組みです。

今回は「空き家キャンプ」というテーマのもと、泊まり込みを通じて得られた発見から新たな利活用の姿を考察しました。

ー超実践型空き家活用提案合宿一

関西大学佐治スタジオは設立11年経ちましたが、青垣

で大きな報告会を行うことはあまりありませんでした。

ですので、今年度は他学部が佐治で行ったゼミ活動の

報告会と一緒に佐治スタジオの年次報告会を行いまし

た。しかし、ただ佐治スタジオや学生の発表だけでは、

もったいないということで、佐治スタジオが関わってい

る様々な団体が発表できる場を設けました。協働関係

にある方々に声をかけて行くと、発表団体は全てで14

団体となりました。どの団体も快く引き受けてくれて、佐

治スタジオが築きあげてきたつながりの強さを感じる

ことができました。関わり続けることで、様々な協働団

体が増えていることを改めて実感しました。

゜
ま抽除！

空き家のコンディションを整えます。
夜はSAJIHAUS出町慎さんからレクチャー

゜
建茉的な視点で空き家を観察します。
また、段ボール等を駆使して空間づくり実験
を行いますO゚
取終日は也元の方を招いて発表会と意見交換 かつては履物屋さんで、広い土闇が特徴です。「昔、よく貞いに来た！」という声が多く

住民の方ならではの視点からお話を伺えました！ 聞こえました。実施中に来ていただいた方には空き家の中を案内させてもらいました。

人の家の中を見学する機会は貴重だったようです。
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実施風景
現状調査からアイデアWSを行いました。

夜は空き家に寝泊まりし、七輪を駆使し

ながら中庭での調理も行いました。 提案〇 まちコテージのある家

璽
宿泊機能としての質よりも、自分達だけ

で宿泊できる空間が社会に求められてい

ると考え、一棟貸しの家を提案。グルー

プ向けに都会ではしにくい、 BBQ・ 花火

などを楽しめる場所を計画しました。

◆報告会から実践につながる
報告会では次年度への目標が発表され、さじっこ

倶楽部では「モクタンカンの活用」や佐治倶楽部

では「親父のシェアハウス開催」に取り組むという

発表がありました。そして、その二つは実際に取り

組みが進んでいます。「モクタンカン」とは単菅の

代わりに木の丸材を用い、単菅を組み立てる時の

クランプを使って組み立てるというもので、実際に

氷上町のイベント「軽トラ市」でそれを使って、展

示ブースや出店の机を作りました。今後も様々な

イベントで空閻作りに使っていきます。また、「親父

のシェアハウス」は空き家活用の手法の一つとし

て、自分たちでシェアハウスを1週間体験してみよ

う、という取り組みです。そして、4月には佐治にあ

る空き家を使って、佐治倶楽部の会員さんで実際

にお試しのシェアハウスを実施します。こういった

発表の場で各団体が次のステップを考えるきっか

けになっていけるような報告会を今後も佐治スタ

ジオで企画し続けていきます。

◆様々な地域団体と学生が混ざり合う場
今年は佐治スタジオの活動を修士論文で取り上げてくれた竹谷君・阪井君や

丹波で活動したゼミ生の発表と佐治で活動する様々な団体の発表が行われ

ました。発表時間は5分という短い時間でしたが、ただの報告だけではなく次

年度に向けての意気込みを話してもらい、色々な方の目標などを聞くことが

できてとても有意義な会になりました。全ての発表が終わった後は「キヌガワ

ティータイム」と題して、発表者と参加者を交えて交流会を行いました。交流

会は自由参加でしたが、たくさんの方が参加し、発表内容を踏まえて「学生」や

「先生」、「地域の方々」が交流する風景が生まれました。互いの活動を知るこ

とも大事ですが、このように様々な分野で活躍する方々が交流する場を作れ

たことは本当に良かったことであり、今までの軌跡があったからこそできた場

だと思っています。また、それぞれが新しい協働のカタチをつくって来年はさ

らにパワーアップした年次報告会を開催したいと思います。
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「親父のシェアハウス実験」
4月開催！？
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L 三千枚のうちわを使って完成した火の烏は、灯りに照らされて

祭の中で神々しく輝いていました。尾っぽの間を走り回る子供、

巨大な羽に見とれるおじいさんなど、今年もたくさんの人々が

訪れ、ガレージは連日老若男女でにぎわいました。お祭りの最

後には火の鳥をみんなで担いで町を回りました。

―――ア

アタコム リタ
，．疇 ＿ヽ

丁ーマ： atacom 
勺 ノス

: :_g) 
~ -し

制作合宿8/17~ 25 J日裾祭 7 /29 軽トラ市 11/19、3/11
愛宕祭 8/23 ~ 24 秋祭り 10/ 12 忘年会 12/23 

8年目を迎えた活動
今年のテーマは『atacomoo(リターンズ）』。 10周年が見えてきた

ATACOM。今年も、そしてこれからも00に続いていくような活動を目指

し、「8」にちなんで循環と刷新を含んだこのテーマを選びました。今

年も新たな試みが属開された一方、仕組みや~,継ぎ等の部分で米年以降

の礎となるような再整理ができました。

ヽ~-火び）］．． ふ r 

町の造り物審査会で「銅賞」をいただきま

した。 ATACOM8年の歴史の中で初めての
入賞。成松の人達にATACOMやックリモ
ノが受け入れられた象徴となる受賞でした。

恒例となったWS、WRに加え、今年は町の造り物

の傍に成松の歴史をまとめた「歴史ボード」を展

示するなど新たな試みにもチャレンジしました。

この歴史ボードは、秋に成松で行われた軽トラ市

のウォークラリーでも使い、地域の方と成松につ

いて話すツールになりました。

．

噌

ビ —’ 「結ぶックリモノ」と題した今年の審査会では、

材料やモチーフだけなく、町や人との関わり方

で新たな提案が見られました。最後に選ばれた

のは「うちわー式の火の鳥」。 3年前に一度使っ

たうちわを使って、ガレージを飛び出し祭の成

松を飛翔する火の鳥を目指します。



大野て始まる。
関わり続ける定住のカタチによる

越前大野拠点づく IJproject 

↑力働の舞台は、いよいよ関西を離れ、

加 美しい山々に囲まれた名水の地・

福井県大野市へ。

2017年4月から大野市にて「関わり
続ける定住のカタチ」の実践が始まりま

した。兵庫県丹波市での実践と経験を活

かし、大野市での関わり続ける定住のカ

タチを地元の方々と交流を重ねながら、

一緒に考え、実践し続けていきます。

1年目は、「とにかく大野へ行く！」「身
体を使って大野を知る」「関わり続ける

ための滞在活動拠点をつくる！」を目標

に活動を行いました。

04/20⇒ 22 

4月 5月 6月

大野市の職員の方々に調整いただ
ヽ

き、建物の家主の川瀬さんと賃借
i 

条f拭）降雪時の対策等、建物の維

7月

持管理方法など協議を重ねました。

07/27⇒ 29 

8月

大掃除た。横町Aタジオ始動

さぁ大野へ行こう。拠点となる空き家探し。

空さ家リノベーション

関西大学

横町スタジオを

リノペーション
ーその1-

大野市の職員の皆さんと一緒に、荷物を片付

ける！研究室の代名詞「マンパワー」で、な

んとか泊まれるようになりました！

リノペーション①「ますは片付ける」

9月 10月 11月

09/14⇒ 17 
研究室のゼミ合宿＆

横町スタジオリノベーション！

12105⇒ 06 

03/11⇒ 13 
1年目の活動報告会
＠ツイタチピル
3/11には、協働で研究す
る先生方と一緒に、 1年間
の活動報告と次年度の活動

に向けて、地元の方々と意

見交換会を開催しました。

大野の木材を探しに…そして色を塗る。

リノベーション②「色て空問を作る」 リノベーション③「木を使う」
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Project OSC 2017 I 

＇ 
風の輪 び ろば

事 実施期間： 2017 /8/31......,9/6 

場所を活かした提案
fiii最置・溢らさ

時空の広場に流れる風を可視化する装置として提案した布案は、広場の制約上、今まで実現できなかった

提案でした。活動の継続により新たな解法を発見し、広場のポテンシャルを引き出す試みを行っています
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■ Project OSC 
大阪ステーションシティはJR大阪駅を含む複合施設であり、道、

広場、店舗などがそれぞれ3次元的に重なり合って計画されています。

ProjectOSCはOSCの魅力を発見・提案し、感動を与えていく 「新

しいまちの風景」を作り出していくために、時空の広場で広場空間活

用の提案・実施活動を行っています。

■今年度の提案
今年度の提案では、布を用いた空間操作をおこない、大阪駅の機

能的な動きのある場に、有機的な風の動きをもった存在の場を作り

出しました。コンセプトは夏の時空の広場に吹く、心地よい風を感

じれる居場所づくりです。半透明の布を使って揺れ動く布の輪の空

間を作ることで風を可視化し、夏の時空の広場の新たな魅力をつく

りました。

様々な人々を巻き込み広場を使う
実施期間中は『涼しさ』をテーマに広

場空間に沿ったワークショップを提案

しました。広場の心地よい布の空間と

連動するワークショップとして、うち

わを飾り付け自分のうちわとして持ち

帰ることができるもので、鳥取県の特

産品である因州和紙をつかったオリジ

ナルのうちわや、モビールづくりを行っ

た。制作品で涼しい風を感じたり、布

に扇いで遊んだり、涼しむ人たちで溢

れかえる時空の広場の使い方を提案し

ました。

関西大学の学生だけではなく、武庫川女子大学や公立鳥取現境大学の学生

の協働し、分野横断的に関わり合うことで、提案の内容も充実しています。

時空の広場でおこなってきた実施提案

子供から大人まで幅広い年代の方が訪れ、広場での交流が生まれました

実現までの道のり
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堺市市民交流広場活用プロジェクト

タンバが堺にやってくる塁
今年度は、堺市市民交流広場の活用を過じた地域間の交流を生み出した。建策瀾墳デザイン研究室が活動フィー

ルドとしている地域の方々とのつながりを活かし、“豊かな食と木のある暮らいをテーマに丹波市、堺市、河内

長野市をつなぐ懺会として rタンパが堺にやってくかを開催した．丹波からは野菜やアマゴ、木材を持ち寄り、

河内長野市からは、木材とそれを使ったワークショップを行い、地域間の人的・物的交流の議会を作り出した．

'.;_f; 逗芍弓な序
盆地気候で憲瞬の差が激しい丹波には、おいしい野菜や

果物、お米がたくさんある．それらの食材とそれらを使っ

たスイーツ等を広湯で販売し、小さなマルシェのように

展開してみた．

中には珍しい野菜もあリ、訪れた方からは大変好評で、

持ってきた食材はほとんど完克してしまったまた、丹

波地域にゆかりのある方も多く、大阪に出てきている「丹

波人」との交流も図ることができた。一方では、丹波か

らの出店者は堺の地で丹波の食材がどのような反応を受

けるのか新鮮だったようで、皇かな食を通じた、地域間

交流を図ることができた．

緑が深く、林業盛んな丹波の木材を使い、広場空

闇のしつらえを行った。丹波の木材を使った2m

材を天板とする「なが一いテーブル」を広場に人

の流れができるように配置、小さな丸太の椅子も

用意し、賑わいとくつろぎの場所づくリを行った．

食事をする親子や、カードゲームをする子供達が

広場にやってきた集成材や合板ではなく、無垢

の木に触れ、「広場に木があると面白いね1」「あっ

たかい雰囲気になるし、匂いもいいね！」と訪れ

た方々からは好評であった．

空間づくり以外にも木に触れるワークショップを

企画した組み立て式のBRチェアづくりや木ぃ

ホルダーづくりを行い、日常生活に使えるアイテ

ムを広場で自分で作ってもらうことで、木材への

愛着を持つてもらうことが狙いた当日は堺市役

所の広帽協力のあり、たくさんの競子に来ていた

だけた．親子が協力して椅子づくりを行う姿は、

微笑ましく、あたたかい風景が広場に広がった．

河内長野市農林識、森林組合（木根館）

にこ協力いただき、広場に「おおさか河

内材」のPRプースとバードコー｝に'<

りワークショップ、木材の魚釣リコー

ナーなどを出店していただいた。河内材

のPRとともに、丹波の・業者の方との

交流や木材の微妙な違いなど、様々な情

報交流が広場を通して図られた．

3月に行った際には、道路を挟んで向か

いにある商店街で行われているガシ横

マーケットとの連携もスタートさせた。

今後は広湯に限らず全体的な視点での企

画や交流が図っていきたい。



2017年度の活動における協働者・団体

【咲っく南花台】
•河内長野市

谷ノ上浩久、二宮達治、山田浩太、内田厚、東映道、藤田晃正、

大田昌典、山本佐知子、松見和弥、槌野貴公、

・大阪府／金森佳津、廣瀬武夫、田辺博

•株式会社タニタ／金子泰明、寺畑佳勇

・UR都市機構／横山毅、鈴木維子、後藤成伸

•特定非営利活動法人 /SEIN/ 宝楽陸寛、甚田知世

・atelier NOAH NOOR/天川麻子

•株式会社コノミヤ

・医療法人永広会島田病院

・大阪府森林組合ウッドベースかわちながの

•河内長野市社会福祉協議会／土橋崇之、佐藤友彦

•株式会社長尾工務店

•株式会社アーバンリバース／太田隆司

• うのの建築事務所／野々山稔

•関西大学戦略的研究基盤団地再編プロジェクト

江川直樹、菊田純一、安原秀、三谷幸司、荒木公樹

・だんだんテラス／辻村修太郎

• 関西大学建築環境デザイン研究室

• 関西大学住環境デザイン研究室

•関西大学社会学部教授／与謝野有紀

•和歌山大学システム工学部環境システム学科准教授／佐久間康富

• 関西大学佐治スタジオ／出町慎、出町綾、植地惇、関谷大志朗

・錦秀会看護専門学校

・大阪大谷大学

・咲っく南花台事業者の会

・南花台自治会のみなさま

・UR南花台自治会のみなさま

・南花台まちづくり会のみなさま

・南花台自治協議会のみなさま

•南花台中学校区青少年健全育成会のみなさま

• 南花台防犯ステーションのみなさま

・たくさんの南花台住民のみなさま

【堺市プロジェクト】
開催日： 2017年9月 10日

2018年3月18日

•関西大学建築環境デザイン研究室

倉本義己、森岡永遠、中井紘之

•関西大学住環境デザイン研究室

村上真央、中村穂希、長峯佳代

・堺市都心まちづくり課

•河内長野市農林課

•河内長野市林業総合センター「木根館（きんこんかん）」

• おおさか河内材販売促進協議会

•関西大学建築学科

田中凌平

• 関西大学佐治スタジオ／出町慎、出町綾、植地惇、関谷大志朗

• 佐治倶楽部＋ソシエテ・リベルテ（丹波市）

・一般社団法人カンデ

【越前大野拠点づくリプロジェクト】
・大野市結の故郷創生室 商工観光振興課

・大野市商工会溺所

•株式会社電通

・浦山工業有限会社

•株式会社中保屋電気商会

・有限会社サシオカトーヨー住器

•株式会社中川設備

• うのの建築事務所／野々山稔

・提案部会安原秀、三谷幸司

・閑西大学環境都市工学部

建築学科教授江川直樹

•関西大学建築環境デザイン研究室

• 関西大学住環境デザイン研究室

• 関西大学佐治スタジオ／出町慎、出町綾、植地惇、関谷大志朗

•佐治倶楽部

• JI[瀬幸男様

•横町町内会の皆さま

・HASHUの皆さま

・たくさんの大野人の皆さま

・大野市受託研究参加者／楠見晴重、江川直樹、岡絵理子、北詰恵一

【ProjectOSC「風の輪ひろば」】
• 関西大学建築環境デザイン研究室

倉本義己、早川凌平、森岡永遠、熊野佐亮、中井紘之、

束浦隆介、阪井勇樹、前田健吾、」ongminOh、黒河尚明、

宮森祐允、横山哲也、谷直輝、中村舜介、浜田千種、三浦紋人

• 関西大学住環境デザイン研究室

中村穂希、、村上真央、 白原凌示

•関西大学建築学科

野村卓史、好田一貴、冨江満貴、國江咲帆、三上秀大、丹羽麻友美

・武磨川女子大学

中林里沙子、藤原明日香、中嶋優衣、荒木裕佳、鍋坂ひなこ、澤章乃、

縄稚美風、山野愛、池田純奈、秋澤宏香

・公立鳥取環境大学

臼木皓亮、高見真由、原口紗矢香、尾崎千尋、春日友輔、今井咲夏

・大阪ターミナルビル株式会社

企画部

岡取締役企画部長、山本課長、岡前主任

営業部

伊藤係長、古田直也

施設部

薄田課長

安全企画部

中村課長、馬木課長

・大阪北消防署

大橋消防司令補

・布提供 ．提案部会

株式会社キヌガワ京都の皆様 江川直樹（建築学科教授）

・アルミフレーム提供 安原秀 (OLAの会）

岡田装飾金物株式会社の皆様 三谷幸司（三谷都市建築設計室）

【佐治スタジオ】
-ATACOM8-
•関西大学·丹波市連携事業推進協誡会•関西大学環境都市工学部

•関西大学佐治スタジオ 建築学科教授江川直樹

出町慎、出町綾、植地惇、関谷大志朗•関西大学建築環境デザイン研究室

•関西大学環境都市工学部建築学科 阪井勇樹、宮森祐允、熊野佐亮、

田中凌平、冨江満貴、藤居省伍、 中井紘之

松田沙稀、京極景子、矢吹優明、

三上秀大、井戸澤亮介、江馬良祐、

牛尾真之、木村聡史

・LEM空間工房代表／長町志穂様

・丹波市役所有志（浴衣の提供）

•土井恵介（造り物会場の提供）

•愛宕祭実行委員会

・成松造り物保存会

・中央地区自治振興会

・成松ロイヤルクラブ

・丹波市立休養施設 やすら樹

・地域の造り物の先人のみなさま

・氷上西高校まちづくり部

・氷上中学校

• うちわ捉供協力

成松のみなさま、男山のみなさま、

南花台のみなさま

ーブルーサミットー
• 関西大学建築環境デザイン研究室

竹谷龍馬阪井勇樹

•佐治倶楽部のみなさま

• さじっこ倶楽部のみなさま

•関西大学社会学部教授／草郷孝好

・草郷孝好研究室3回生のみなさま

• 関西大学住環境デザイン研究室

中村穂希、白原凌示

・摂南大学

柳瀬明日香、木根康平、小林巧

・ツクリモノ制作お手伝い

山下優樹

竹谷龍馬、倉本義己、黒河尚明、

森岡永遠、新島祐介、

鴨川絢美、國江咲帆（関西大学）

•関西大学社会安全学部准教授／菅磨志保

・社会安全学部／大久保泰斗

・氷上西高校教員／松山典章

・氷上西高校まちづくり部

・丹波市にお住いのみなさま

・Msajiのみなさま

・衣川會舘を考える会のみなさま

・丹波八宿青垣の秋実行委員会のみなさま

・丹波布技術保存会のみなさま

•あおがき灯りのタベ実行委員会のみなさま

•関西大学・丹波市連携事業推進協議会

•佐治自治協議会のみなさま

・丹波市建設部住まいづくリ課のみなさま

—空き家キャンプ—
•佐治倶楽部のみなさま

・中町自治会のみなさま

•佐治自治協議会のみなさま

• 関西大学建築環境デザイン研究室

竹谷龍馬阪井勇樹

【男山団地】
—だんだんテラス— —住戸改修—
• 関西大学団地再編プロジェクト・辻村修太郎（地域コーディネーター／

・京都府

・八幡市

京都府公共員）

•関西大学建築哀境デザイン研究室

・独立行政法人都市再生機構 Al?-404松原一樹 横山哲也

•関西大学佐治スタジオ A20-503早川凌平 宮森祐允

・男山中央センター商店会 A24-401阪井勇樹 竹谷龍馬

・UR男山団地自治会 (A.B八望） ・独立行政法人都市再生機構

・タイムズ24 ・KSDP提案部会

・八幡の歴史を探究する会 江川直樹（建築学科教授）

・八幡地域猫を考える会 安原秀 (OLAの会）、

・NPO法人八幡たけくらぶ 三谷幸司（三谷都市建築設計室）、

・京都八幡高校 菊田純一（菊田建築計画研究所）、

・男山第2中学校 荒木公樹（空間計画（株））

・地域包括ケア複合施設YMBT ・ワイズCONSTRUCTOFFICE 

・学校支援地域本部

・男山児童センター

・出町慎、関谷大志朗、植地惇

・辻村修太郎（地域コーディネーター／京都府公共員）

•永和建設

・トッテンハウス

・八幡市支援学校

・社会教育委員

・NPO法人ホームズビー

・UR都市機構DIY部

・京都府建築士会

・男山やってみよう会議メンバー

・だんだんテラス利用者のみなさま

•おひさまテラス

・穂の時間

—だんだんラボ—

•関西大学団地再編プロジ丁クト

・提案部会のみなさん

•関西大学建築環境デザイン研究室 OB のみなさん

・独立行政法人都市再生機構

・辻村修太郎（地域コーディネーター）

•関西大学建築環境デザイン研究室

早川凌平

・京都府建築士会青年部会のみなさん

・男山中央センター商店会

・木村工務店

・綿貫さん

・手作り市メンバー

中西さん、浮田さん、池田さん、吉田さん

•関西大学建築環境デザイン研究室のみなさん

・京都府立八幡支援学校

•おもちゃ病院八幡

【そして、ここに書ききれない見守ってくださったたくさんの方々】




